
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○算数科の授業を中心に考えたことを説
明し、深める活動の工夫を通して「主体的
に自分の考えを筋道を立てて表現する
力」を育む。

○学習等で、進んで自分の思いや考えを
言葉や文章で友達に分かるように表現す
ることができるようになった児童９５％以
上をめざす。

・「自分の考えの根拠や理由を図や式、
言葉を使って、明確にして説明する」活動
を設定する。 A

・中間アンケートより「学習等で、進んで自分の思いや考えを
言葉や文章で友達に分かるように表現している」と回答した児
童は98％であった。相手や目的意識をもって、自分の考えを
表現することを意識していることが分かる。今後も、様々な場
面で、自分の考えを筋道を立てて表現する活動を取り入れ、
児童の主体的に学ぶ力を身に付けさせていく。

A

・自分の考えを筋道を立てて表現する活動を設定し授
業を続けたことで、「学習等で、進んで自分の思いや考
えを言葉や文章で友達に表現することができている」児
童が98％で成果指標を達成した。また、児童が自分の
思いや考えを相手に分かりやすく伝えようとする姿も多
く見られるようになった。

A

・授業参観の時、子どもたちに発表する力が付いている
と感じました。学力についても更なる向上への取り組みを
お願いします。
・年に何回かテーマを設定し、それについて自分の意見
を筋道を立てて表現する時間を設定されていますか。

◎児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

◎縦割り班活動を通して、班の仲間のよ
さを見付け、協力して活動できている児
童９０％以上をめざす。

・縦割り班活動の中で、友達のよさを発
表したり、活動を振り返ったりする時間を
設定する。

A

・中間アンケートより、「縦割り班活動で、班の仲間のよさを見
付け、協力して活動できている」と回答した児童は、97％で
あった。高い結果となった。友達と今後も、班共遊や縦割り掃
除の活動の中に全体での振り返りの場を設け、互いの良さを
認め合える関係づくりを行っていく。 A

・最終アンケートより、「縦割り班活動で、班の仲間のよ
さを見付け、協力して活動できている」と回答した児童
は、96%であった。成果指標を十分達成した。どの学年
も、班共遊や縦割り班活動のめあてを意識して活動を
取り組む姿が多く見られた。 A

・縦割り班活動はすばらしいと思います。今後も継続して
欲しい。
・互いに大切な「いのち」をいただいていることの気付き
が大切だと思います。
・相手へのおもいやりは大切なことだと思います。
・縦割り班の上下関係の学習は？ゲーム感覚でかるた
遊びなどを企画して、班の絆の醸成を図るなども一考さ
れていいのかもしれません。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた
取組の充実

○三里小「いじめゼロ宣言」を守って生活
している児童を９５％以上にする。
○「教育相談週間」を年間２回に増やし、
「心のアンケート」の実施率を１００％とす
る。

・「教育相談週間」や「こころのアンケート」
からの児童の声に注意深く耳を傾け、問題
の解決やいじめなどの未然防止に向けた
対応に努める。
・「安心、自信、自由」を確認し、いじめゼロ
宣言を、児童に浸透させるために、日々の
指導と集会を行う。

A

・中間アンケートにより「三里小『いじめゼロ宣言』
を守って生活している」と回答した児童は96 ％
で、よく意識できていることが分かる。しかし、昨
年度より達成率が下回っているため、引き続き全
職員で取り組んだり、児童へ「三里小『いじめゼロ
宣言』」の周知を行ったりしていく。 A

・「三里小『いじめゼロ宣言』を守って生活している」と回
答した児童は98％で中間アンケートより上回った。児
童主体の人権週間や人権集会を計画、運営することが
できた。
・心のアンケートの実施は100％を達成した。教育相談
週間はもちろん、日頃から児童の様子からいじめ・不登
校の未然防止と早期発見、早期対応、その後の見守
り、教師間の情報共有を十分に行うことができた。

A

・子ども本人に自分の口で自分のことばで言えるよう指
導をお願いします。
・引き続きよろしくお願いします。
・「心のアンケート」の事案については、子供の気持ちに
寄り添った対応をお願いします。
・相手がいやがる事はいじめにつながるかもしれませ
ん。
・いじめとじゃれ合いの区別は難しいと思うが、３人寄れ
ば文殊の知恵と申すように、おかしいと感じたら、別の１
人を中に入れたりしながら、いじめを止めるなどの方策も
あると思うが、反って危険なことに成るのかな。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするため
の教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒９
３％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につい
て肯定的な回答をした児童９０％以上

・キャリア・パスポートを活用し、自分自身を
見つめる機会を設定する。
・褒める機会を数多く設定し、自己肯定感を
高める声かけを心がける。
・各種体験活動では、児童生徒に活動の見
通しと学びの振り返りを行う活動を仕組む。

A

・「先生はあなたの良いところを認めてくれている
と思う」児童が９４％以上で成果指標を達成した。
また、「将来の夢や何らかの目標を持っている」６
年児童は１００％だった。今後も継続して児童を
褒め、認める機会を増やし自己肯定感を高めて
いくようにしたい。

A

・「先生はあなたの良いところを認めてくれていると思
う」児童が96％で成果指標を達成した。朝の放送「きら
り三里っ子」では、先生と児童だけでなく、児童同士が
相互に褒める取り組みを行い、児童間の良好な関係を
築くことができた。
・「自分のゆめに向かってがんばっている」児童は、
93％だった。

A

・子どもが安心して過ごせる環境づくりについて取り組ん
でいただき、感謝いたします。
・夢や目標があることはすばらしいと思います。
・だれでも長所と短所はあると思います。お互いの良い
所を認め合い、お互いが助け合って成長して行けたらと
思う。
・先ずは褒めて褒めて児童に自信と意欲を持たせること
に場面場面で腐心されることを期待します。

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

●「健康に良い食事をしている」と回答し
た児童（小学５年生）９０％以上をめざす。
〇朝食喫食率９５％以上を目指す。

・食につながる農業体験活動を通して、自
分の「食に対する見方や考え方」を見直す
機会をつくる。 A

・教育活動改善のためのアンケートで、朝食喫食
率98％を達成した。給食の時間の給食委員会の
児童による献立紹介と呼びかけのおかげで、残さ
ず食べようという児童の姿が見られる。 A

・「健康に良い食事をしている」と回答した児童（小学５
年生）は100％で目標を達成した。
・「朝ごはんを毎日食べている」と回答した児童は96％
だった。残さずに食べようとする児童が多く、その結
果、残菜がとても少ない。

A

・食は心体作りの源だと考えます。医食同源の
考えをしっかり植え付けてください。

○たくましい体づくりの推進 ○継続的な体作りを推進し、やり遂げる
児童を９０％以上にする。

・「朝ランニング」や「スポーツチャレンジ
への挑戦」への参加を奨励する。

B

・「朝ランニング」には、ほとんど児童が肯定的に
活動できているが、「スポーツチャレンジ」には、ま
だ進んで参加できていない児童が数名いる。 A

・「朝ランニング」や「スポーツチャレンジ」に、がんばっ
て取り組んでいると答えた児童は98％で、数値目標を
達成することができた。
・スポーツチャレンジ（縦割り大繩跳び）では、全校児童
で大縄跳びを楽しむことができていた。

A

・体力づくりは大切だと思います。楽しんで取り組んで欲
しいです。
・学級菜園はどういう状況ですか。縦割り班別に一畝ず
つ作物を育てる活動を進め、体力作りにつなげてはどう
でしょう。

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1人
当たりの年次休暇の取得日数１４日以上

・業務の遂行にあたっては、チームで協力
体制を整え、校務分掌担当業務量の軽減
化を図りながら、人材を育成に努める。
・会議の時間等に、健康誌などを活用を通
して、教職員の心身の健康管理に努める。

A

・「業務の見直し、効率化を図り、勤務時間を意識
した働き方改革を行った」と１００％の職員が回答
した。昨年度同様、時間外勤務の平均時間を削
減することができている。 B

・「業務の見直し、効率化を図り、勤務時間を意識した
働き方改革を行った」と100％の職員が肯定的な回答を
した。昨年度同様、時間外勤務の平均時間を削減する
ことができた。
・年次休暇のうち、職員１人あたりの年次休暇の取得
日数は約13日2時間となり、14日以上にあと少しで達成
できた。

A

・先生方の働き方について、よりよく働ける環境を
お願いします。
・２０日まで取得可能ですから、しっかり２０日間は
取り、有意義な休日にして、児童に楽しい時間の過
ごし方、体験などをシェアしてください。休息は明日
への活力源です。

○ICT利活用、行事、会議の更なる厳選 ○会議の時間を６０分以内とする。 ・会議内容を厳選し、ICTを活用し、回数又
は協議内容を減らす。
・電子回覧板等の機能を有効に活用し、会
議の時短を図るとともに、資料はデータの
みとし、紙での配布を大幅に減らす。 A

・回覧板等を活用し、会議内容を精選することで
会議の時間を６０分以内とすることができている。
・はなまる連絡Appを活用し、給食便りや体罰アン
ケートなどを配信することができた。
・AI等のICTを活用することで、学級通信や掲示
物等の作成時間を短縮することができてきてい
る。

A

・会議内容を厳選し、時間を60分以内とすることができ
た。
・電子回覧板等の機能を活用し、会議資料等はデータ
で配付し、ペーパーレス化を図った。
・保護者に回答を求めるアンケート等はアプリ機能を活
用して集約し、効率化を図ることができた。
・AI等のICTを活用することで、学級通信や掲示物等の
作成時間を短縮することができてきている。

A

・三里まちづくり会議も６０分までとし、なるべく終わ
るように努力している。いやになったらダメ。
・はなまる連絡APP活用で何か課題などはないで
しょうか。何か問題があれば対話式で解決されるの
でしょうか。

●特別支援教育の充実

○教員の専門性の向上 〇「特別支援に関する専門性が向上し
た」と回答した教員８０％以上をめざす。

・職員研修や巡回相談等で指導・支援につ
いて学び実践する。
・適宜、校内支援委員会を開き、指導・支援
の方向性を検討する。
・月一回の生徒指導・教育相談連絡会で共
通理解を図る。

A

・職員研修や巡回相談等で指導・助言を受け、実
践に生かしている。
・職員全体で共通理解を図り、入級等必要な児童
については、保護者の承諾を得て小城市教育支
援委員会の審議を受けている。

A

・全職員対象と特別支援学級担任対象の研修や
巡回相談等で受けた指導・助言を日々の指導に
生かすことができた。「特別支援に関する専門性
が向上した」と回答した教員１００％を達成した。 A

・先生方への熱心な取り組みに感謝いたします。
・個々人の特性に合わせた指導は大変かと思われ
ますが、益々増加する状況になるでしょうが、頑
張ってください。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○開かれた学校つくり

○保護者や地域に信頼される学校づくり
（教育効果を高める連携）

○学校の様子が分かるような情報が発
信されていると答える率９５％以上をめざ
す。
○保護者や地域の方と連携・協力しなが
ら、活動できていると答える率９５％以上
をめざす。

・定期的な学校便り（HP含む）や学級通信
等を活用して、情報発信を積極的に実施す
る。
・学校と育友会と地域との連携のもとに、新
学習指導要領に沿った活動を推進する。 A

・「学級通信やお便りなどを利用して、保護者に情報発
信を積極的に行っている。」について、100％の職員が
できていると回答した。
・地域と連携した行事や育友会行事ができるようになっ
てきた。「保護者や地域と連携・協力して教育活動に取
り組んでいる。」について100％も職員が取り組んでい
ると回答した。

A

・「学級通信やお便り（HP含む）を利用して、情報発信
を積極的に行っている」について、9１％の保護者が「あ
てはまる」「ややあてはまる」と回答した。
・「保護者や地域と連携協力しながら教育活動に取り組
んでいる」について、98％の保護者が、「あてはまる」
「ややあてはまる」と回答した。

A

・十分達成されています。引き続きよろしくお願いします。
・三里小学校だより「みさとの子」は、学校の情報が分か
りやすく伝わるのでいいなと思う。HPなども分かりやす
い。
・家庭・学校・地域は三位一体にバランスがとれた姿が
一番だと思う。可能な限り、三里の地域性の三位（天・
地・人）をフル活用して、歴史、産物、人材を児童たちの
共有する場と時が一つでも増えていくように切望します。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 小城市立三里小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・達成度は十分達成・おおむね達成の数値を示した。職員全体で課題や目標を共通理解し、学校がチーム一丸となった日頃からの取り組みの成果だと考える。
・児童数が減少傾向にあるため、校内運営体制をさらに工夫し、充実させる必要がある。
・「地域との連携」については、地域の実態の変化や働き方改革の視点を含めて、各種団体と協議を重ね、今後も継続して改善や見直しを図っていく必要がある。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・達成度は全てにおいて十分達成の数値を示した。職員全体で課題や目標を共通理解し、一丸となって教育活動が行われている成果だと考える。

・特別な支援を必要とする児童が増加傾向にあるため、校内支援体制作りをさらに充実させる必要がある。

・「地域との連携」については、地域の実態の変化や働き方改革の視点を含めて、各種団体と協議を重ね、今後も継続して改善や見直しを図っていく必要がある。

２　学校教育目標
ふれあい　チャレンジ　きらりかがやく　三里の子の育成

～すべては子どもたちの笑顔のために～

３　本年度の重点目標 (1) 確かな学力の定着と指導力の向上　(2) 人間性豊かな心の育成　(3) 「志を高める教育」の深化


